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１.事業の目的と概要

1

①交通渋滞の緩和

②交通安全の確保・沿道環境の改善

③観光産業の支援

事業目的 標準断面図

単位）ｍｍ

恩納バイパス恩納南バイパス

事業化-平成元年度

-事業化平成2年度

-用地着手平成5年度

用地着手工事着手平成7年度

工事着手-平成9年度

谷茶～仲泊

暫定2車線供用
平成21年度

平成23年4月
全線暫定2車線供用

平成30年3月
全線暫定2車線供用供用状況

計画概要

恩納バイパス恩納南バイパス

(自)沖縄県恩納村瀬良垣
(至)沖縄県恩納村南恩納

(自)沖縄県恩納村南恩納
(至)沖縄県恩納村仲泊

区間

5.1km6.5km延長

第3種第2級第3種第2級道路規格

4車線4車線車線数

60km/h60km/h設計速度

279百台/日

(令和22年推計値)

303百台/日

(令和22年推計値)

計画
交通量

約450億円［410億円※］約417億円［410億円※］事業費

位置図

単位）ｍｍ

＜恩納バイパス＞

＜恩納南バイパス＞

恩納南バイパス
（延長6.5km）

恩納バイパス
（延長5.1km）

万座毛

万座ビーチ

ダイヤモンド
ビーチ

H10.4

供用済み
（延長0.4km）

H21.11

2/4車線暫定供用
（延長4.1km）

H30.3

2/4車線暫定供用
（延長2.0km）

H23.4

2/4車線暫定供用

ムーンビーチ

おんなの駅
なかゆくい市場

凡 例

高速道路
一般国道

恩納BP・恩納南BP

沖縄科学技術
大学院大学

恩納バイパス恩納南バイパス

(
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村
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N

恩納村
役場

恩納村海浜公園
ナビービーチ

※前回評価時の事業費

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

①事業概要



１.事業の目的と概要

恩納バイパス・恩納南バイパスの一部を構成する国道58号は、沖縄ブロック新広域道路交通計画において、沖縄自動車道、国道329号と

ともに南北を走る強固な『3本の柱』として位置付けられている。（図1,2）

恩納バイパス・恩納南バイパスの整備により、恩納村内の交通渋滞の緩和・交通安全および沿道環境の改善が図られるとともに、周辺

観光施設へのアクセス向上など観光産業を支援する道路である。（図1,2）

2

●（図２）広域道路ネットワーク計画図

国道58号

恩納南バイパス

恩納バイパス
●（図1）ハシゴ道路ネットワークイメージ

出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画より一部抜粋

【新たな広域道路ネットワークの強化の方向性】
・中枢中核都市等を核としたブロック都市圏の形成
・我が国を牽引する大都市圏等の競争力や魅力の向上
・空港・港湾等の交通拠点へのアクセス強化
・災害に備えたリダンダンシー確保・国土強靭化
・国土の更なる適正な管理

出典：沖縄ブロック新広域道路交通計画より一部抜粋、作成

②上位計画

⇒輸送の時間短縮・効率向上による、物流・観光の両面におけ

る、地域間の交流活性化、産業振興のため、ハシゴ道路ネット
ワークの整備を推進
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近年の全国の人口減少傾向に対し、沖縄県の人口は増加を続けており、恩納村は県平均を上回っている。（図3）

恩納村の１世帯当たりの自動車保有台数は2.41台であり、沖縄県全体や全国の平均の保有台数を大きく上回っている。（図4）

恩納バイパス・恩納南バイパスの整備進捗に伴い、並行する国道58号の混雑は緩和しているが、今後の人口増加や観光振興に伴う自動

車交通需要の高まりに対応する道路整備が求められる。 （図5）

２．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ①人口動態・地域情勢の変化

●（図3）人口増減率の推移〔全国、沖縄県、恩納村〕

● （図4）自動車保有台数〔全国、沖縄県、恩納村〕

資料：国勢調査

H23.4恩納ＢＰ
全線暫定2車線開通

H21.11恩納南ＢＰ
一部暫定2車線開通

資料： 内閣府 沖縄総合事務局 運輸部 業務概況(R3)、 国勢調査(R2)
資料：H9～R3全国道路・街路交通情勢調査

自
動
車
保
有
台
数
（
台/

世
帯
）

●（図5）並行する国道58号における道路混雑状況の推移

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

仲泊

恩納

瀬良垣

恩納村

恩納南バイパス（延長6.5km） 恩納バイパス（延長5.1km）

H10.4

供用済み
（延長0.4km）

H21.11

2/4車線暫定供用
（延長4.1km）

谷茶

H30.3

2/4車線暫定供用
（延長2.0km）

H23.4

2/4車線暫定供用

N

H21.11恩納南ＢＰ
一部暫定
2車線開通

H23.4恩納ＢＰ
全線暫定2車線開通

混
雑
度

混
雑
度

3

H30.3恩納南ＢＰ
全線暫定

2車線開通

人
口
の
伸
び

全国・県全体と比較して
人口伸び率は高水準を維持

全国・県全体と比較して
自動車保台数が多い

H30.3恩納南ＢＰ
全線暫定2車線開通

H30.3恩納南ＢＰ
全線暫定

2車線開通



恩納バイパス・恩納南バイパスの全線暫定2車線供用により交通が転換し、国道58号の交通量が半減している。（図6,7）

恩納バイパス・恩納南バイパスと国道58号を合わせた断面交通量は増加傾向であり、今後の観光需要等の高まりにより交通混雑の発生が懸

念される。（図6,図7）

4

２．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ②道路交通状況の変化

○平日○平日
H21.11恩納南BP

部分暫定
2車線開通

H30.3恩納南ＢＰ
全線暫定
2車線開通

○休日

資料：交通量調査データ

調査地点：恩納バイパス・国道58号（恩納交差点）

調査地点：恩納南バイパス・国道58号（：仲泊交差点）

【H21調査】平日：8月25日（火）、休日：8月23日（日）

【H24調査】平日：8月8日（水）、休日：8月12日（日）

【R1調査】平日：8月7日（水）、休日：8月4日（日）

【R7調査】平日：8月20日（水）、休日：8月24日（日）

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

仲泊

恩納

瀬良垣

恩納村

恩納南バイパス（延長6.5km） 恩納バイパス（延長5.1km）

H10.4

供用済み

（延長0.4km）

H21.11

2/4車線暫定供用

（延長4.1km）

谷茶

H30.3

2/4車線暫定供用

（延長2.0km）

H23.4

2/4車線暫定供用

断面2

断面1

交
通
量
（百
台/

日
）

交
通
量
（百
台/

日
）

H23.4恩納BP
全線暫定
2車線開通

H30.3恩納南ＢＰ
全線暫定
2車線開通

○休日

交
通
量
（百
台/

日
）

交
通
量
（百
台/

日
）

恩納南バイパス（交通量）国道58号（交通量）

断面交通量
約1.2倍増加

断面交通量
約1.1倍増加

断面交通量
約1.2倍増加

断面交通量
約1.2倍増加

恩納バイパス
約1.1倍増加

恩納バイパス（交通量）国道58号（交通量）

●（図7）恩納バイパス・国道58号の交通量
（断面2）

●（図6）恩納南バイパス・国道58号の交通量
（断面1）

恩納バイパス
約1.2倍増加

恩納南バイパス
約1.2倍増加

恩納南バイパス
約1.2倍増加



ジャングリア沖縄 （R7年7月開業）

沖縄県国頭郡今帰仁村と名護市にまたがる
大型テーマパークであり、 令和7年7月25日

に開業した。「大自然没入型」を掲げ、恐竜や
絶景、野外体験などをテーマにしたアトラク
ションや温泉施設を備える。

沖縄県における入域観光客数は年々増加しており、令和６年度には約995万人に達した。（図8）

恩納村内には、真栄田岬（青の洞窟）や万座毛などをはじめとして、多くの観光地が存在する。（図9）

令和7年7月に名護市周辺で大型テーマパークが開業しており、沖縄北部地域では今後観光需要のさらなる増加が見込まれる。（図10）

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

万座毛

仲泊

恩納

瀬良垣

恩納村

恩納南バイパス（延長6.5km） 恩納バイパス（延長5.1km）

H21.11

2/4車線暫定供用
（延長4.1km）

谷茶

H30.3

2/4車線暫定供用
（延長2.0km）

H23.4

2/4車線暫定供用

N

●（図8）沖縄県入域観光客数の推移

資料：沖縄県入域観光客概況（H22～R6）

●（図9）恩納村の主な観光施設

5

● （図10）大型テーマパークの開業（R7年7月開業）

２．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ③観光動向の変化

新型コロナウイルス
感染拡大観光客は年々増加

新型コロナウイルスの影響により
観光客が大幅に減少

R４年度以降
回復

（出典：恩納村） （出典：恩納村）

リザンシーパーク

万座毛

（千人）

（年度）

真栄田岬（青の洞窟）

大型テーマパーク

恩納南バイパス

58

58

449
505

331

329

N

恩納バイパス

凡 例

高速道路
一般国道

恩納BP・恩納南BP

おんなの駅
なかゆくい市場

真栄田岬
（青の洞窟）

ムーンビーチ

恩納海浜公園
ナビービーチ

PGMゴルフ
リゾート沖縄

（画像提供：ジャパンエンターテイメント）

H10.4

供用済み
（延長0.4km）
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仲泊

瀬良垣

至

名
護
市

恩納南バイパス
（延長6.5km）

恩納バイパス
（延長5.1km）

H10.4

供用済み
（延長0.4km）

H21.11

2/4車線暫定供用
（延長4.1km）

H30.3

2/4車線暫定供用
（延長2.0km）

H23.4

2/4車線暫定供用

恩納村は、多数のリゾートホテルを有し、リゾートホテルの宿泊者収容人数は県内最大である。（図11,12）

恩納村の宿泊施設は増加を続けており、平成22年から令和6年の15年で約３.５倍（17軒→59軒）となっており、新規ホテルの建設も予定さ

れている。(図13)

年間宿泊者も増加傾向であり平成22年から令和6年で約１.２倍（207万人→253万人）となっている。(図13)

（図11）恩納村の主なリゾートホテル

6資料：宿泊施設実態調査結果（R6）

＜凡 例＞
● ： リゾートホテル（H21以前開業）
● ： リゾートホテル（H22以降開業）
● ： リゾートホテル（開業予定）

＜凡 例＞

： １室～99室

： 100室～300室

： 301室～

（図12）沖縄県内の宿泊施設収容人数 （図13）恩納村の宿泊施設数・宿泊者数の推移

資料：宿泊施設実態調査結果（H22～R6）、恩納村役場提供資料

コロナ禍後
再び増加傾向

２．事業の必要性に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ④地域の活性化

県内2位の収容人数
リゾートホテルでは1位

新型コロナウイルス
感染拡大

収
容
人
数
（
万
人
）

宿
泊
者
数
（
万
人
）

ホ
テ
ル
・
旅
館
数
（
軒
）

至

那
覇
市

リゾートホテル

その他宿泊施設

宿泊者数と宿泊施設数
年々増加

フォーシーズンズホテル
（2027オープン予定）

資料：恩納村のリゾートホテルヒアリング調査（R7.8 ）結果より

恩納・恩納南バイパスが開通したことによ
り、那覇方面からホテルまでのアクセス性
が向上し、交通の利便性が高まったことで、
恩納村にホテルを開業しました。

（年度）

HIYORIオーシャンリゾート

（R3.3月Open）

PGMホテルリゾート
（2027オープン予定）

（画像提供：ＰＧＭ）（画像提供：HIYORIオーシャンリゾート）



恩納バイパス・恩納南バイパスの整備により、国道58号からバイパスへの交通転換が図られ、さらにバイパスの4車線化により各バイパ

スにおける混雑緩和が見込まれる。（図14）

恩納バイパス、恩納南バイパスの全線4車線供用により、国道58号仲泊交差点～恩納交差点区間及び恩納交差点～瀬良垣交差点区間の年

間渋滞損失時間が約9割以上削減することが見込まれる。

国道58号仲泊交差点～恩納交差点(整備なし：173.6万人時間/年→ 整備あり：3.3万人時間/年)（図15）

国道58号恩納交差点～瀬良垣交差点区間(整備なし：251.3万人時間/年→ 整備あり：7.2万人時間/年)（図16）

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ①円滑なモビリティの確保[交通渋滞の緩和]

7

●（図14）交通量の変化

○恩納バイパス並行区間（B-B‘断面）○恩納南バイパス並行区間（A-A‘断面）

資料： 【供用前】平成21年8月25日（火）調査結果 【現況】令和７年8月20日（水）調査結果 （恩納バイパス：恩納交差点、恩納南バイパス：仲泊交差点） 【将来】将来交通量推計結果（令和22年度）

※交通容量は設計基準交通量より算出

交
通
量
（百
台
／
日
）

交
通
量
（百
台
／
日
）

資料：将来交通量推計結果（令和22年度）

（万
人
・時
間
／
年
）

渋
滞
損
失
時
間

供用前 現況
（全線暫定供用）

将来 供用前 現況
（全線暫定供用）

将来

239

現況の交通容量
180百台/日

296
373

現況の交通容量
180百台/日

249
295

347

路線バスは国道58号を通行しており、恩
納南・恩納バイパスの全線暫定2車線の
供用により、渋滞が減り、定時性が向上
したことで遅延の苦情が減少しました。
4車線化による更なる定時性の向上が旅
客利便性向上や運転士の疲労軽減に繋
がることに期待しています。

資料：バス事業者ヒアリング調査（ R7.8 ）結果より

恩納バイパス 国道58号恩納南バイパス 国道58号

Ｂ

Ｂ’

Ａ

Ａ’

恩納村

金武町

屋嘉IC

石川IC

金武IC

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

沖縄自動車道

N

瀬良垣
交差点

恩納
交差点

仲泊
交差点

●（図16）国道58号（恩納～瀬良垣）の
渋滞損失時間の変化

●（図15）国道58号（仲泊～恩納）の
渋滞損失時間の変化

（万
人
・時
間
／
年
）

渋
滞
損
失
時
間

資料：将来交通量推計結果（令和22年度）

整備無（推計値） 整備有（推計値）

約98％削減 約97％削減

整備無（推計値） 整備有（推計値）

将来の交通容量
450百台/日

将来の交通容量
450百台/日

供用前の交通容量
90百台/日

供用前の交通容量
90百台/日
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関係者数は増加傾向
（6年で約２割増加）

将来は1,650人を雇用

■沖縄科学技術大学院大学（OIST）
日本政府により創設された、科学分野の5年一貫制博士課程を置く、

学際的な大学院大学

北部地域（南東）
（金武町、宜野座村）

中部地域（東）
（沖縄市、うるま市、西原町、

北中城村、中城村）

北部地域（北）
（名護市、国頭村、大宜味村、

東村、今帰仁村、本部町）

恩納村

1,245
(1.18)

2,087
(0.99)

385
(1.32)

（図19）OIST関係者数推移（R1.5⇒R7.5）

資料：国勢調査（H22、R2）

資料：恩納村役場ヒアリング調査（ R7.8 ）結果より

仲泊

恩納

屋嘉IC

石川IC

恩納村

谷茶
沖縄科学技術
大学院大学

位置図
凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

N

N
253
(1.62)

●（図17）恩納村外から恩納村への通勤・通学人口の推移（H22⇒R2)

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ②通勤の支援[交通渋滞の緩和]

凡 例

伸び率1.0倍以上～1.1倍未満

伸び率1.0倍未満

伸び率1.1倍以上

上段：通勤・通学人口（人）
下段：伸び率（倍）
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金武IC

（出典：内閣府HP）

第5研究棟
R5年～

第4研究棟
R2年～

第3研究棟
H27年～

第2研究棟
H24年～

第1研究棟
H22年～

南部地域
（那覇市、糸満市

等）

名護市役所

沖縄科学技術大学院大学（OIST）

読谷村役場

●（図20）所要時間の変化

整備なし

約34分

整備あり

約31分

3分短縮

整備なし

約17分

整備あり

約13分

資料：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査 ※整備ありはBP部完成４車区間を設計速度60km/hで試算

４分短縮

資料：経済センサス 活動調査（H21、H24、H28、R3）

従
業
者
数
（
人
）

OIST関係者はほとんどが自動車通勤しています。
恩納・恩納南バイパスが整備されたことで、通勤時間が
短縮したと感じています。
恩納・恩納南バイパスは時間帯によって混雑が発生して
いるため、 4車線化による混雑緩和に期待しています。

恩納村では、近年、村外（特に南部地域、中部地域(西)、北部地域(南東)）からの通勤・通学者数が増加しており、恩納村内の従業者数も

増加している。（図17,18）

恩納南バイパス沿線の沖縄科学技術大学院大学（OIST）では約1,100人の研究員等の雇用があり、令和元年と比較して約2割増加している。

また、OISTでは1,650人の雇用や新たな施設を増築・増設する将来計画があり、今後は更に通勤者数等が増加する見込みである。（図19）

今後も通勤者等の増加が見込まれる中、恩納バイパス・恩納南バイパスの整備による移動時間の短縮により、通勤移動の支援が図られる。

(図20)
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数
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）

約１割増加
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係
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数
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）

● （図18）恩納村の従業者数の変化（H21⇒R3)

中部地域（西）
（宜野湾市、浦添市、読谷村、

北谷町、嘉手納町）

約２割増加

約２割増加

H22年の第1研究棟供用後
第5研究棟まで増設

将来は第9研究棟等の
新たな増設・増築を計画

瀬良垣
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資料：小学校ヒアリング調査（ R7.8 ）結果より

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ③交通事故の削減[交通安全の確保・沿道環境の改善]

過去、国道58号では大型車が多く通行しており、生徒が大型
車の風圧でよろめくなど、事故リスクが高かったです。
恩納南・恩納バイパスの全線暫定2車線の供用により、これま
で国道58号を通過していた大型車が非常に少なくなり、通学
児童の安全性が向上しました。

恩納南・恩納バイパスの全線暫定2車線の供用により、大型
車流入や事故件数が減少することで快適かつ安全に観光で
きるようになり、リゾート地としての魅力も高まりました。

平成21年8月撮影 大学院大学前交差点付近

至 那覇

至 名護

供用前 全線暫定（2車線供用後）

資料：恩納村役場ヒアリング調査（ R7.8 ）結果より

●恩納村の学校等と主な観光施設位置図（図21）
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H23.4
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凡 例

高速道路
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主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP
文
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大学院大学
幼稚園
保育園

恩納村

N

仲泊
交差点

恩納
交差点

瀬良垣
交差点

写真撮影方向

写真

おんなの駅
なかゆくい市場
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万座毛 万座ビーチ

ダイヤモンド
ビーチ

恩納村海浜公園
ナビービーチ

恩納バイパス・恩納南バイパスの全線暫定2車線供用により、大型車をはじめとする通過交通と生活交通が分散されることで、事故件数は大

きく減少している。（図22,23）

現道の国道58号側では、沿線の通学児童の安全性の向上や安心して観光できる道路空間づくりに寄与している。（図21）

●（図23）事故発生件数

資料：イタルダデータ

（H17-H20）
（R2-R5）

供用前 一部暫定
2車線供用後

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年
）

68

6

約９割減少

●（図22）大型車交通量（平日）

○恩納・恩納南バイパスの並行区間(仲泊～瀬良垣（国道58号）

資料：交通量調査データ

①仲泊～恩納：仲泊交差点、②恩納～瀬良垣：恩納交差点

供用前：【H21調査】平日：8月25日（火） 一部暫定2車線供用後：【R7調査】平日：8月20日（水）

交
通
量
（
百
台
／
12h

）

（H21.8.25）

大
型
車
混
入
率
（
％
）

供用前 一部暫定
2車線供用後

供用前 一部暫定
2車線供用後

（R7.8.20）
（H21.8.25）

（R7.8.20）

①仲泊～恩納 ②恩納～瀬良垣

約８割減少

9

大学院大学前
交差点

大型車交通量 大型車混入率小型車交通量

約８割減少

令和7年９月撮影 大学院大学前交差点付近

至 那覇

至 名護
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恩納バイパス・恩納南バイパスの整備により、観光2次交通結節点である「北谷ゲートウェイ（美浜アメリカンビレッジ）」から2000年の沖縄サ

ミット会場となった｢万国津梁館｣までの所要時間は約５分（約50分→約45分）短縮することで、観光周遊の円滑化が期待される。（図24,25）

整備後は定時性も向上が見込まれ、レンタカー交通が増加するなど地域の観光振興に寄与している。（図26,27）

10

● （図26）仲泊交差点～瀬良垣交差点の所要時間短縮・定時性の向上

国道58利用(Y～Y’) 
13～24分

恩納BP・恩納南BP利用（X～X’）
10～15分

資料： ETC2.0プローブデータ（R6.4～ R7.3 ）期間内の休日データを活用
※ X、Y ：整備前後の所要時間5%タイル値

X’、Y’ ：整備前後の所要時間95%タイル値

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ④地域活性化[観光産業の支援]

定時性も
改善

● （図25）北谷ゲートウェイ～万国津梁館の
所要時間の変化
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資料：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査

※BP部完成4車区間は設計速度60km/hで試算

断面1

断面2

以前は観光シーズンや朝夕のラッシュ時間帯は交通量が著しく増加し、
渋滞が観光振興のネックとなっていました。
恩納南・恩納バイパスの全線暫定2車線の供用により、円滑に周遊観光
ができようになり、観光客の利便性・満足度の向上につながりました。

資料：恩納村役場ヒアリング調査（ R7.8 ）結果より

資料：交通量調査データ（恩納バイパス：恩納交差点、恩納南バイパス：仲泊交差点）

【H21調査】休日：8月23日（日） 【R7調査】休日：8月24日（日）

● （図27）レンタカー交通量の変化（休日）
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（延長2.0km）

恩納村役場

至

名
護
市
街
地

至 那覇市

恩納村

読谷村

嘉手納町

北谷町

読谷村役場

北谷ゲートウェイ
（美浜アメリカンビレッジ）

真栄田岬
（青の洞窟）

万座毛

＜凡 例＞
● ： リゾートホテル（H21以前開業）
● ： リゾートホテル（H22以降開業）
● ： リゾートホテル（開業予定）

おんなの駅
なかゆくい市場やむちんの里

●恩納村の主なリゾートホテルと観光施設位置図（図24）

＜凡 例＞
：整備前所要時間（現道利用）

：整備後所要時間（バイパス利用）

：主な観光施設

座喜味城跡

<凡 例>

：100室～300室

：１室～99室

：301室～

万国津梁館
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時間信頼性の向上

恩納・恩納南バイパスの整備により、仲泊交差点～瀬良垣交差点間における時間信頼性（定時性）の向上が期待される。（図28,29）

道路利用者の時間信頼性が向上することによる効果を貨幣換算すると、約４２０億円/５０年の効果が見込まれる。

【時間信頼性の向上】

時間信頼性
向上効果
（億円/年）

総余裕時間費用（億円/年）
対象路線

整備後整備前

15.4960.2975.6
恩納・恩納南

バイパス

「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」に基づいて

時間信頼性向上効果を算定した結果、

約４２０億円/50年の効果が見込まれる

●（図28）時間信頼性向上効果のイメージ ●（図29）仲泊交差点～瀬良垣交差点の所要時間・定時性

出典：時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）

約 １１ 分

X Y

X’

Y’

国道58利用(Y～Y’) 
13～24分

所要時間短縮

恩納BP・恩納南BP利用（X～X’）
10～15分

割

合

(%)

定時性
改善

約 ５分

資料： ETC2.0プローブデータ（R6.4～ R7.3 ）
期間内の平日データを活用

※X、Y：整備前後の所要時間5%タイル値
X’、Y’：整備前後の所要時間95%タイル値

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用対効果（Ｂ/Ｃ）に含まれない効果の算定

［参考］



1379.2 
1372.6 

1,350

1,360

1,370

1,380

1,390

1,400

整備前 整備後
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地球環境の保全

恩納・恩納南バイパスの整備による混雑緩和に伴い、周辺道路等の速度改善や走行距離短縮が期待され、CO2排出量約６,５００トンの削

減が見込まれる。（図30,31,32）

CO2排出量の削減効果を貨幣換算すると、約４．３億円/５０年の効果が見込まれる。

CO21tあたりの削減価値を
2,890円とすると

「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通

編）」に基づいてCO2排出削減効果を貨幣換算した結果、

約４.３億円/50年の効果が見込まれる

出典：公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）（H21.6）
※炭素換算トンあたりCO2の貨幣評価原単位10,600円/ｔ-Cより算定

（10,600円/ｔ-C ×0.273（換算係数）＝2,890円/ｔ-CO2）

● （図32）CO2排出量削減効果

約6.5千t-CO2/年削減

●（図30） 我が国のCO2排出量と道路分野の関係（2023年度）

● （図31）施策の基本的な方向性：道路交通の適正化

出典：道路分野の脱炭素化政策集 Ver.2.0（令和7年10月）（国土交通省）

(千t-CO2/年)

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用対効果（Ｂ/Ｃ）に含まれない効果の算定

［参考］

出典：道路分野の脱炭素化政策集 Ver.2.0（令和7年10月）（国土交通省）

※小型ディーゼル車、ガソリン車に関する調査結果を国土技術政策総合研究所資料より作成。



事業費の見直し

13

●恩納バイパス 全体事業費 前回 (R4)：４１０億円 ⇒ 今回：４５０億円（＋４０億円増）

増工金額主な内容項目

２０億円①資材単価及び労務単価等の見直しによる増額
１．物価上昇等の情勢変化による資機材

及び労務費の増加に伴う増額

１１億円①重防食処理による支承単価の上昇
２．ライフサイクルコストにおける

維持管理費用の低減
９億円②検査路の材料変更による単価の上昇

４０億円合計

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し



事業費の見直し

１．物価上昇等の情勢変化による資機材及び労務費の増加に伴う増額

①資材単価及び労務単価等の見直しによる増額（２０億円増）
〇前回評価（R4）後の資機材・労務単価の変動に伴い、増額の必要が生じた。
〇なお、今後も資機材単価や労務単価の上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

上記の理由により事業費が増加した。

14

【恩納BP】

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し



事業費の見直し

15

【恩納BP】

２．ライフサイクルコストにおける維持管理費用の低減

①重防食処理による支承単価の上昇（１１億円増）
〇当初：暫定２車線供用区間は、H３道路橋支承便覧に基づき、溶融亜鉛メッキ塗装を採用。
〇変更：暫定２車線供用区間において、支承鋼部材に腐食が確認されたことから、H２６鋼道路橋防食便覧の改定に伴い、完成４車線供用区

間は、腐食リスクを踏まえたより耐久性の高い支承構造を採用し、ライフサイクルコストの観点から 維持管理費用に配慮した防錆処
理を施した。

上記の理由により事業費が増加した。

■ライフサイクルコスト（維持管理費用）のイメージ

※100年後まで
塗替えなし

凡例
■ 初期費用
■ 維持管理費

凡例
■ 初期費用

※15年に1回（塗替え）

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し

当初

溶融亜鉛メッキ塗装

変更

アルミニウム・マグネシウム合金溶射+フッ素樹脂塗装



事業費の見直し

16

【恩納BP】

２．ライフサイクルコストにおける維持管理費用の低減

②検査路の材料変更による単価の上昇（９億円増）
〇当初：暫定２車線供用区間は、H１６土木工事設計要領に基づき、溶融亜鉛メッキ塗装を採用。
〇変更：暫定２車線供用区間において、検査路に腐食が確認されたことから、H２６道路橋検査路設置要領（案）の改訂に伴い、ライフサイク

ルコストの観点から 維持管理費用に配慮したアルミ合金製を採用した。
上記の理由により事業費が増加した。

■ライフサイクルコスト（維持管理費用）のイメージ

凡例
■ 初期費用
■ 維持管理費

（塗替え）
■ 維持管理費

（取替補修費）

凡例
■ 初期費用

※100年後まで
塗替えなし

※25年に1回（塗替え）
※50年に1回（取替補修）

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し

当初

溶融亜鉛メッキ塗装

変更

アルミ合金製



事業費の見直し
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●恩納南バイパス 全体事業費 前回 (R4)：４１０億円 ⇒ 今回：４１７億円（＋７億円増）

増工金額主な内容項目

４億円①資材単価及び労務単価等の見直しによる増額
１．物価上昇等の情勢変化による資機材

及び労務費の増加に伴う増額

３億円①土砂災害対策工の追加による復旧工事２．環境整備等（災害復旧）

７億円合計

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し



事業費の見直し

18

１．物価上昇等の情勢変化による資機材及び労務費の増加に伴う増額

①資材単価及び労務単価等の見直しによる増額（４億円増）
〇前回評価（R4）後の資機材・労務単価の変動に伴い、増額の必要が生じた。
〇なお、今後も資機材単価や労務単価の上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

上記の理由により事業費が増加した。

【恩納南BP】

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し



至
名
護

至
那
覇

写真① 写真②

モルタル表面に線状
の変状あり

モルタル吹付の浮き、折れ

対策箇所

事業費の見直し
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２．環境整備等（災害復旧）

①土砂災害対策工の追加に伴う復旧工事の追加（３億円増）
〇過年度に法面対策工の実施済み箇所において、令和５年８月の豪雨により、モルタル吹付箇所に線状の変状、浮き及び折れの異常がみ
られ、法尻水路は押出しにより破損した。
線状の変状等が確認されたことから法面点検を実施し、対策を検討した結果、 変状対策工法としてアンカー工＋受圧板による法面対策工
が追加となり、増額の必要が生じた。
上記の理由により事業費が増加した。

【恩納南BP】

アンカー＋受圧板

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●事業費の見直し

写真③

水路破損

①、③



■総便益（Ｂ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を恩納バイパス・恩納南バイパスの整備

の有無について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

20

令和4年2月

令和4年度

供用後50年

平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

令和22年度

27,200台/日

約410億円

約1,936億円

約689億円

2.8 (社会的割引率4%)

■計算条件（恩納バイパス）

・適用マニュアル ：令和7年8月

・基準年次 ：令和7年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22年度

・計画交通量 ： 27,900台/日

・事業費 ：約450億円

・総便益（Ｂ） ：約2,256億円

・総費用（Ｃ） ：約841億円

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）：2.7 (社会的割引率4%)

〔参考：前回評価（R4）〕

令和4年2月

令和4年度

供用後50年

平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

令和22年度

30,000台/日

約410億円

約2,165億円

約700億円

3.1 (社会的割引率4%)

■計算条件（恩納南バイパス）

・適用マニュアル ：令和7年8月

・基準年次 ：令和7年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22年度

・計画交通量 ： 30,300台/日

・事業費 ：約417億円

・総便益（Ｂ） ：約2,677億円

・総費用（Ｃ） ：約831億円

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）：3.2 (社会的割引率4%)

〔参考：前回評価（R4）〕

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用便益分析

【参考】

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） ：3.9 (社会的割引率2%)

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） ：4.4 (社会的割引率1%)

【参考】

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） ：3.4 (社会的割引率2%)

・費用便益比（Ｂ／Ｃ） ：3.9 (社会的割引率1%)



費用便益比＝ 便益【①＋②＋③】

費用【事業費＋維持管理費＋更新費】

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」

（令和7年8月：国土交通省道路局 都市局）

基準年次 ： 令和7年度

検討年数 ： 供用後50年（一体評価は全線供用後50年）

事 業 費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×GDPデフレータ（R7公表値）

便 益 ： ・ ①走行時間短縮便益②走行経費減少便益③交通事故減少便益

・上記金額は、道路整備前後における、①走行時間の価値②走行経費③交通事故損失額の差により算出

・なお、各金額は将来ＯＤ（H27センサスベースR22OD表）により推計した交通量を用いて算出

費用及び便益額等については、令和７年度の価値に換算 （現在価値算出のための社会的割引率 ： 4％）

費用便益分析

費用便益比の算出条件
※1)費用及び便益の金額は、社会的割引率（4%）、GDPデフレータ（R7公表値）を考慮し、現在価値に換算した値。

なお、維持管理費、便益額については供用開始より50年間の総額

※2) 一体評価における便益・費用は、全線供用後50年を対象とするため、各事業の合計と一致していない

２．事業の必要性に関する視点
２）事業の投資効果 ●費用便益分析
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恩納バイパスは、平成23年4月に全線暫定2車線供用、恩納南バイパスは、平成30年3月に全線暫定2車線供用。

現在の恩納バイパスの用地進捗率は99％、事業進捗率は約80％、恩納南バイパスの用地進捗率は100％、事業進捗率は約96％となってお

り、今後は全線4車線供用に向けて、鋭意事業進捗を図る。

恩納バイパス恩納南バイパス年度

事業化平成元年度

－事業化平成2年度

－用地着手平成5年度

用地着手工事着手平成7年度

工事着手－平成9年度

－
H21.11

一部暫定2車線供用（谷茶～仲泊）
平成21年度

H23.4
全線暫定2車線供用

－平成23年度

－
H30.3

全線暫定2車線供用
平成29年度

※平成28年度末見込み

■事業の経緯 【進捗状況写真】

恩納バイパス恩納南バイパス

約450億円［約410億円※］約417億円［約410億円※］事業費

約99％100％用地進捗率

約80％［約88％※］約96％［約97％※］事業進捗率

■事業の進捗率

▲谷茶交差点付近から
起点側を望む

▲7号橋付近から終点側を望む

恩納バイパス[写真①]

恩納南バイパス[写真③]

凡 例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

恩納BP・恩納南BP

撮影方向

恩納村役場

沖縄科学技術
大学院大学

恩納南バイパス（延長6.5km） 恩納バイパス（延長5.1km）

(

自)

沖
縄
県
恩
納
村
南
恩
納

(

至)

沖
縄
県
恩
納
村
南
恩
納

(

自)

沖
縄
県
恩
納
村
瀬
良
垣

H10.4

供用済み
（延長0.4km）

H21.11

2/4車線暫定供用
（延長4.1km）

H30.3

2/4車線暫定供用
（延長2.0km）

(

至)

沖
縄
県
恩
納
村
宇
仲
泊

H23.4

2/4車線暫定供用

22

②

３．事業の進捗状況と見込みの視点

令和5年4月撮影

▲7号橋付近から起点側を望む

恩納バイパス[写真②]

①

令和5年4月撮影

恩納南バイパス[写真④]

▲谷茶交差点付近から
終点側を望む

令和7年4月撮影

令和7年4月撮影

③④

令和7年3月末時点 ※事業費増額前の数値
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４．コスト縮減や代替立案の可能性の視点

中央分離帯の植栽の設置計画の見直しにより、コスト縮減・工期短縮・維持管理性向上を図りな
がら、引き続き事業を推進する。

【参考：国道５８号（現道）】

縮減金額
約０．９億円

■横断図（計画）

■横断図（完成）

中央帯植栽

【参考：国道３２９号石川バイパス】



○対応方針（原案）：「事業継続」

５．対応方針（原案）
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○恩納村は、人口増加が進んでおり、自動車交通に依存した地域である。本事業の進捗に伴い、並行する国道58号の混雑は一部緩和されたものの、交通量
は依然として増加傾向であり、今後の人口増加や観光需要に対応するため道路整備が求められる 。［P.3、P.4］ ⇒交通需要の増加

○恩納村は、真栄田岬（青の洞窟）や万座毛などの観光地、リゾートホテルを有していることから観光産業が活発な地域であり、観光施設整備やリゾートホテ
ルの開発を進めるなど更なる観光振興を図っている。さらに沖縄北部地域では大型テーマパークが開業しており、これら観光による自動車交通需要に対
応する必要がある。 ［P.5、P.6］ ⇒観光需要の増加

１．事業の必要性

○円滑なモビリティの確保〔交通渋滞の緩和〕 [P.7]
⇒【恩納南バイパス】国道58号(仲泊～恩納)の年間渋滞損失時間が約98％削減。 【173.6万人・時間/年→  3.3万人・時間/年】
⇒【恩納バイパス】 国道58号(恩納～瀬良垣)の年間渋滞損失時間が約97％削減。 【251.3万人・時間/年→  7.2万人・時間/年】

○通勤の支援〔交通渋滞の緩和〕 [P.8]
⇒名護市から沖縄技術科学大学院大学への所要時間が約8.8％短縮。 【現況：34分→将来：31分】

○交通事故の削減〔交通安全の確保・沿道環境の改善〕 [P.9]
⇒国道58号（仲泊～瀬良垣）の年間死傷事故件数が約88％減少。 【68件/年→ 6件/年】

○地域活性化〔観光産業の支援〕 [P.10]
⇒アクセス性向上による周遊観光客の増加が期待される。 【北谷ゲートウェイ～万国津梁館の所要時間 国道58号：50分→恩納BP・恩納南BP：45分】
⇒現在、恩納村では、更なるホテルの開発を進めており、今後、恩納バイパス・恩納南バイパスの整備により、国道58号を利用している通過交通をそれぞれ

のバイパスに転換させ交通分散を図ることで、今後の観光交通の需要増加にも対応し、国道58号沿線の観光地・宿泊地（リゾートホテル等）への安全で
円滑な移動に貢献する。

◎費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝2.6（事業全体）、 9.5 （残事業）
【恩納南バイパス】 3.2（事業全体）、12.8 （残事業） 【恩納バイパス】 2.7（事業全体）、5.4（残事業）

２．事業の投資効果

３．事業の進捗と見込み
○恩納南バイパスは平成30年3月に全線2車線供用。
○恩納南バイパス：用地進捗率：100％、事業進捗率：約96％、恩納バイパス：用地進捗率：99％、事業進捗率：約80％
○早期開通に向けて、鋭意事業の進捗を図る。


